
2015～2016年度 No.1

第7回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

1  L阿部かな子　　 委員長

2  L阿久津　隆文 SPA

3  L関飛雄一　　 委員

4  L杉浦宏重 　　委員

5  L伊吹泰治　　 委員

6  L内田嘉人　　 委員

7  L林　敦美　　　委員

8  L岩下浩之　　 委員

　出席オブザーバー

1 委員長挨拶

2 司会の選出（L内田嘉人）

3 配布資料の説明

4 議事

5 日程確認・調整

6 次回開催確認（2月8日（月）13時15分～15時15分)

1

2

3
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次回開催日時

場所

作　成　者

議　　　題

ライオンズクラブ330-A地区キャビネット事務局会議室　（大会議室）

　L岩下　浩之

アクティビティ訪問の報告

各委員からの報告・伝達事項

　2016年 2月8日　月曜日　13時　15分　～　15時　15分

委　員　会　報　告

司会・進行　Ｌ内田嘉人

　2016 年 1月 15日　金曜日　15時　45分　～　17時 30分

ライオンズクラブ330-A地区キャビネット事務局会議室　（大会議室）

次　　　第

CAP委員会

 L　阿部かな子

出　席　者

その他

審議経過事項の概要

キャビネット会議委員長報告書の作成
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他

他

他

アンケートより、要望があったクラブに返答をさせていただきます。

①周年行事のアクティビティを教えてほしい

②新しいアクティビティを教えてほしい

の見解」という旨を必ず伝えること

協力して頂いたゾーンチェアパーソン、リジョンチェアパーソンにもアンケートの結果を

報告する。アンケートの質問や提案事項に関して返答する場合は「あくまでCAP委員会

内田Lより

アクティビティを行う際

②ピースLC×城東LCチャリティーボウリング

上記事例を行ったことによる効果

・一般への告知になった

発表事例

202クラブ中165クラブが回答

・活発な動きに見える

多かった質問事項

　　　　　PRも含めイベント運営を考える

【アンケート結果より】

⇒会員増強、会員維持に繋がる

キャビネット会議の報告書の内容について

【アクティビティコラボレーション実地】

①22クラブ合同募金活動

【CAP委員会の窓口設置】
議　　　題

審議経過事項の概要

HP下部にメールアドレスを記載

キャビネット事務局のアドレスを窓口にする

まずは要望や質問事項があったクラブには回答を行う。

アンケートでで多かったものがアクティビティを教えてほしいとの質問が多かったので

伊吹Lより

各ライオンズクラブにｱﾝｹｰﾄのフィードバックを行った方が良いのではとの質問

返答を行ってない担当委員は回答作業を行うこと。

区に共催してもらえれば場所やトロフィなどを提供してもらえる

③クラブの高齢化により若いクラブとのアクティビティを考えたい

今までCAP委員が行ったアクティビティ報告書をもとに一覧表を作成する。

アンケートの集計結果をどう生かすかが課題

阿久津SPAより
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3 各委員からの報告・伝達事項

L伊吹より連絡

防災チャレンジ大運動会

主催：NPO法人幼児教育従事者研究開発機構　共催：東京赤坂LC

内容：　防災に楽しく学べるプログラム（土嚢積み上げ競争　非常食体験など）

4 その他

特になし

以　上

日時：2016年2月11日（木・祝）　11～14時　場所：港区立赤坂小学校　体育館（雨天決行）

議　　　題

審議経過事項の概要

【今後の課題】

１．アクティビティの一覧を作成する（主担当：L岩下、サポートL関）

２．キャビネット会議の委員会報告事項草案を作成する（L関）

３．アンケートの回答を取りまとめる

４．アンケートの回答結果を各クラブ（事務局宛）および各RCへフィードバックする

アクティビティ訪問の報告

特になし


